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　　　　　　　　　　　　　　　本号で公布された条例のあらまし

◇ソーシャルイノベーション創出基金条例（条例第33号）
１　ソーシャルイノベーションの創出の促進に必要な財源を確保するため、ソーシャルイノベーション創出

基金を設けることとした。
２　基金として積み立てる金額は、一般会計歳入歳出予算で定める額とすることとした。
３　その他基金の管理及び処分に関し必要な事項を定めることとした。
４　この条例は、公布の日から施行することとした。
　　　　　　　　　　　　　　　　
◇愛知県カスタマーハラスメント防止条例（条例第34号）
１　前文を設け、この条例の趣旨を明らかにすることとした。
２　社会全体でカスタマーハラスメントの防止を図り、もって県民生活の向上及び本県産業の持続的な発展

に寄与することを目的とすることとした。
３　カスタマーハラスメントの防止に関する基本理念を定めることとした。
４　何人も、カスタマーハラスメントを行ってはならないこととした。
５　県、事業者、就業者及び顧客等の責務について定めることとした。
６　知事は、社会全体でカスタマーハラスメントの防止に取り組むために必要な事項に関する指針を定める
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ものとすることとした。

７　県は、カスタマーハラスメントの防止に関し、相談への対応及び必要な助言を行うものとすることとし
た。

８　県は、事業者によるカスタマーハラスメントの防止に関する取組を支援するため、必要な情報の収集及
び提供を行うものとすることとした。

９　県は、何人もカスタマーハラスメントを行ってはならないこと及びカスタマーハラスメントに起因する
問題に対する事業者、就業者及び顧客等の関心と理解を深めるとともに、カスタマーハラスメントの防止
に資するため、広報及び啓発を行うものとすることとした。

10　この条例は、令和７年10月１日から施行することとした。
　　　　　　　　　　　　　　　　
◇愛知県議会の議員及び愛知県知事の選挙における自動車の使用等の公営に関する条例の一部を改正する条
例（条例第35号）

１　公職選挙法施行令の一部改正に伴い、愛知県議会の議員及び愛知県知事の選挙におけるビラ及びポス
ターの作成に要する経費に係る公費負担の限度額を引き上げることとした。

２　その他必要な規定の整理を行うこととした。
３　この条例は、公布の日から施行することとした。ただし、２については令和８年１月１日から施行し、

１については最初にその期日を告示される選挙から適用することとした。
　　　　　　　　　　　　　　　　
◇愛知県県税条例の一部を改正する条例（条例第36号）
１　地方税法の一部改正に伴い、軽油引取税の課税免除措置の対象となる外国の軍隊に関する規定の整備を

行うこととした。
２　その他必要な規定の整理を行うこととした。
３　この条例は、地方税法及び地方税法等の一部を改正する法律の一部を改正する法律附則第１条第４号に

掲げる規定の施行の日（この条例の公布の日が同号に掲げる規定の施行の日以後となる場合には、公布の
日）から施行することとした。ただし、２については、令和８年１月１日又は同年４月１日から施行する
こととした。

　　　　　　　　　　　　　　　　
◇職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例（条例第37号）
１　地方公務員の育児休業等に関する法律の一部改正により、部分休業について、１日当たりの上限時間数

のない形態が設けられることに伴い、条例で定めることとされた当該形態に係る取得上限、取得単位等を
定めることとした。

２　その他必要な規定の整備を行うこととした。
３　この条例は、令和７年10月１日から施行することとした。
　　　　　　　　　　　　　　　　
◇愛知県国際展示場条例の一部を改正する条例（条例第38号）
１　愛知県国際展示場の駐車場・屋外展示等用地使用料の額を改定することとした。
２　この条例は、令和７年８月１日から施行することとした。
　　　　　　　　　　　　　　　　
◇愛知県立学校条例の一部を改正する条例（条例第39号）
１　令和７年度の授業料（通信制課程の授業料を除く。）について、第１期（４月から６月まで）の納付期

限を延長することとした。
２　高等学校等就学支援金を支給されない期間がある生徒が納付すべき令和７年度の授業料（通信制課程の

授業料に限る。）及び受講料について、別に定めるところにより、その全部又は一部を免除することがで
きることとした。

３　この条例は、公布の日から施行することとした。
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条 例

　 ソ ー シ ャ ル イ ノ ベ ー シ ョ ン 創 出 基 金 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 令 和 七 年 七 月 十 一 日　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 条 例 第 三 十 三 号

　　　 ソ ー シ ャ ル イ ノ ベ ー シ ョ ン 創 出 基 金 条 例

　 （ 設 置 ）

第 一 条　 ソ ー シ ャ ル イ ノ ベ ー シ ョ ン の 創 出 （ イ ノ ベ ー シ ョ ン の 創 出 の う ち 、 社 会 的 な 課 題 の 解 決

及 び 地 域 の 活 性 化 に 資 す る も の を い う 。 以 下 同 じ 。 ） の 促 進 に 必 要 な 財 源 を 確 保 す る た め 、 ソ ー

シ ャ ル イ ノ ベ ー シ ョ ン 創 出 基 金 （ 以 下 「 基 金 」 と い う 。 ） を 設 置 す る 。

　 （ 積 立 て ）

第 二 条　 基 金 と し て 積 み 立 て る 金 額 は 、 一 般 会 計 歳 入 歳 出 予 算 で 定 め る 額 と す る 。

　 （ 基 金 へ の 繰 入 れ ）

第 三 条　 基 金 の 運 用 か ら 生 ず る 収 益 は 、 一 般 会 計 歳 入 歳 出 予 算 に 計 上 し て 、 全 て 基 金 に 繰 り 入 れ

な け れ ば な ら な い 。　

　 （ 運 用 ）

第 四 条　 基 金 は 、 銀 行 そ の 他 の 金 融 機 関 へ の 預 金 そ の 他 確 実 な 方 法 に よ り 運 用 し な け れ ば な ら な

い 。

　 （ 繰 替 運 用 等 ）

第 五 条　 知 事 は 、 財 政 上 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 確 実 な 繰 戻 し の 方 法 、 期 間 及 び 利 率 を 定 め　

て 、 基 金 に 属 す る 現 金 を 歳 計 現 金 に 繰 り 替 え て 運 用 し 、 又 は 一 般 会 計 歳 入 歳 出 予 算 の 定 め る と

こ ろ に よ り 歳 入 に 繰 り 入 れ て 運 用 す る こ と が で き る 。

　 （ 処 分 ）

第 六 条　 基 金 は 、 ソ ー シ ャ ル イ ノ ベ ー シ ョ ン の 創 出 の 促 進 の た め の 財 源 に 充 て る と き に 限 り 、 処

分 す る こ と が で き る 。

　　　 附　 則

　 こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

　 愛 知 県 カ ス タ マ ー ハ ラ ス メ ン ト 防 止 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 令 和 七 年 七 月 十 一 日　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 条 例 第 三 十 四 号
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　　　 愛 知 県 カ ス タ マ ー ハ ラ ス メ ン ト 防 止 条 例

　 本 県 は 、 基 幹 産 業 で あ る 自 動 車 産 業 を は じ め 、 航 空 宇 宙 産 業 、 ロ ボ ッ ト 産 業 等 の モ ノ づ く り 産

業 が 集 積 す る と と も に 、 商 業 、 サ ー ビ ス 業 等 の 様 々 な 産 業 が 盛 ん で あ り 、 日 本 経 済 を 牽
け ん

引 し て い

る 。 本 県 が 日 本 の 成 長 エ ン ジ ン と し て 引 き 続 き 発 展 す る た め に は 、 産 業 を 支 え る 原 動 力 で あ る 全

て の 就 業 者 が 、 や り が い を 感 じ 、 安 心 し て 生 き 生 き と 働 く こ と が で き る 環 境 を 整 備 す る と と も に 、

事 業 者 が 円 滑 に 事 業 活 動 を 行 う こ と が で き る 環 境 を 整 備 す る 必 要 が あ る 。

　 し か し な が ら 、 顧 客 等 か ら の 悪 質 な 苦 情 、 不 当 な 要 求 と い っ た 迷 惑 行 為 で あ る カ ス タ マ ー ハ ラ

ス メ ン ト は 、 全 て の 就 業 者 の 尊 厳 や 人 格 を 傷 つ け 、 働 く 意 欲 を 奪 う と と も に 、 カ ス タ マ ー ハ ラ ス

メ ン ト を 受 け た 就 業 者 が 心 身 に 支 障 を 来 し 離 職 を 余 儀 な く さ れ る な ど 、 様 々 な 悪 影 響 を 及 ぼ し て

い る 。 ま た 、 こ の こ と は 、 企 業 に 雇 用 さ れ て い る 労 働 者 の み な ら ず 、 個 人 で 事 業 を 営 む 者 、 営 利

を 目 的 と し な い 事 業 に 係 る 業 務 に 従 事 す る 者 、 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 に 従 事 す る 者 、 公 務 員 等 の 全 て

の 就 業 者 に お い て 同 様 で あ る 。

　 さ ら に 、 カ ス タ マ ー ハ ラ ス メ ン ト は 、 事 業 者 に 対 し て も 、 事 業 の 生 産 性 の 低 下 、 人 材 の 流 出 等

の 大 き な 損 失 を 与 え 、 そ の 円 滑 な 事 業 活 動 を 阻 害 し て い る 。

　 全 て の 就 業 者 が 心 身 の 健 康 を 確 保 し 、 や り が い を 感 じ な が ら 安 心 し て 生 き 生 き と 働 く こ と が で

き る 環 境 及 び 事 業 者 が 円 滑 に 事 業 活 動 を 行 う こ と が で き る 環 境 を 整 備 す る こ と は 、 社 会 全 体 の 責

務 で あ り 、 そ の た め に は 、 あ ら ゆ る 場 面 に お い て 、 国 、 県 、 市 町 村 、 事 業 者 、 就 業 者 及 び 顧 客 等

が 一 体 と な り 、 社 会 全 体 で カ ス タ マ ー ハ ラ ス メ ン ト の 防 止 に 向 け て 取 り 組 む 必 要 が あ る 。

　 一 方 で 、 顧 客 等 か ら の 苦 情 、 要 望 等 は 、 事 業 者 の 事 業 活 動 の 改 善 に つ な が る こ と も あ る こ と か

ら 、 カ ス タ マ ー ハ ラ ス メ ン ト の 防 止 に 当 た っ て は 、 顧 客 等 の 正 当 な 権 利 に 配 慮 す る こ と も 重 要 で

あ る 。

　 私 た ち は 、 こ の よ う な 認 識 を 共 有 し 、 一 体 と な っ て 、 カ ス タ マ ー ハ ラ ス メ ン ト の な い 社 会 を 実

現 す る た め 、 こ こ に こ の 条 例 を 制 定 す る 。

　 （ 目 的 ）

第 一 条　 こ の 条 例 は 、 カ ス タ マ ー ハ ラ ス メ ン ト の 防 止 に つ い て 、 基 本 理 念 を 定 め 、 並 び に 県 、 事

業 者 、 就 業 者 及 び 顧 客 等 の 責 務 を 明 ら か に す る と と も に 、 県 が 実 施 す る 施 策 の 基 本 と な る 事 項

を 定 め る こ と 等 に よ り 、 社 会 全 体 で カ ス タ マ ー ハ ラ ス メ ン ト の 防 止 を 図 り 、 も っ て 県 民 生 活 の

向 上 及 び 本 県 産 業 の 持 続 的 な 発 展 に 寄 与 す る こ と を 目 的 と す る 。

　 （ 定 義 ）

第 二 条　 こ の 条 例 に お い て 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 用 語 の 意 義 は 、 そ れ ぞ れ 当 該 各 号 に 定 め る と こ ろ

に よ る 。

一　 事 業 者　 事 業 （ 営 利 を 目 的 と し な い も の を 含 む 。 以 下 同 じ 。 ） を 行 う 個 人 又 は 法 人 そ の 他 の

団 体 （ 国 及 び 地 方 公 共 団 体 を 含 む 。 ） を い う 。

　 二　 就 業 者　 事 業 者 の 行 う 事 業 に 係 る 業 務 に 従 事 す る 者 を い う 。
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三　 顧 客 等　 顧 客 、 取 引 の 相 手 方 、 施 設 の 利 用 者 そ の 他 の 事 業 者 の 行 う 事 業 に 関 係 を 有 す る 者

（ 前 二 号 に 掲 げ る も の を 除 く 。 ） を い う 。

四　 カ ス タ マ ー ハ ラ ス メ ン ト　 顧 客 等 か ら の 就 業 者 に 対 す る 言 動 で あ っ て 、 就 業 者 が 従 事 す る

業 務 の 性 質 そ の 他 の 事 情 に 照 ら し て 社 会 通 念 上 許 容 さ れ る 範 囲 を 超 え た も の で あ り 、 か つ 、

就 業 者 の 就 業 環 境 を 害 す る も の を い う 。

　 （ 基 本 理 念 ）

第 三 条　 カ ス タ マ ー ハ ラ ス メ ン ト の 防 止 は 、 カ ス タ マ ー ハ ラ ス メ ン ト が 就 業 者 に 苦 痛 を 与 え 、 就

業 環 境 を 害 す る も の で あ る と と も に 、 事 業 者 に 対 し て も 事 業 の 生 産 性 の 低 下 、 人 材 の 流 出 等 の

大 き な 損 失 を 与 え る も の で あ る と の 認 識 の 下 に 、 社 会 全 体 で 取 り 組 む こ と に よ り 行 わ れ な け れ

ば な ら な い 。

２　 カ ス タ マ ー ハ ラ ス メ ン ト の 防 止 は 、 就 業 者 と 顧 客 等 が 対 等 な 立 場 に お い て 互 い を 尊 重 す る こ

と が 重 要 で あ る と の 認 識 の 下 に 行 わ れ な け れ ば な ら な い 。

３　 カ ス タ マ ー ハ ラ ス メ ン ト の 防 止 は 、 就 業 者 が 業 務 に 従 事 す る 際 、 同 時 に 顧 客 等 と し て の 立 場

に な る 場 合 に は 自 ら も カ ス タ マ ー ハ ラ ス メ ン ト の 主 体 と な り 得 る も の で あ る と の 認 識 の 下 に 行

わ れ な け れ ば な ら な い 。

４　 カ ス タ マ ー ハ ラ ス メ ン ト の 防 止 は 、 顧 客 等 の 正 当 な 権 利 が 侵 害 さ れ る こ と の な い よ う 、 十 分

に 配 慮 し て 行 わ れ な け れ ば な ら な い 。

　 （ カ ス タ マ ー ハ ラ ス メ ン ト の 禁 止 ）

第 四 条　 何 人 も 、 カ ス タ マ ー ハ ラ ス メ ン ト を 行 っ て は な ら な い 。

　 （ 県 の 責 務 ）

第 五 条　 県 は 、 第 三 条 に 定 め る 基 本 理 念 （ 以 下 「 基 本 理 念 」 と い う 。 ） に の っ と り 、 カ ス タ マ ー ハ

ラ ス メ ン ト の 防 止 に 関 す る 総 合 的 な 施 策 を 策 定 し 、 及 び 実 施 す る 責 務 を 有 す る 。

２　 県 は 、 カ ス タ マ ー ハ ラ ス メ ン ト の 防 止 に 関 す る 施 策 を 実 施 す る に 当 た っ て は 、 国 及 び 市 町 村

と 連 携 を 図 る も の と す る 。

　 （ 事 業 者 の 責 務 ）

第 六 条　 事 業 者 は 、 基 本 理 念 に の っ と り 、 何 人 も カ ス タ マ ー ハ ラ ス メ ン ト を 行 っ て は な ら な い こ

と 及 び カ ス タ マ ー ハ ラ ス メ ン ト に 起 因 す る 問 題 に 対 す る 関 心 と 理 解 を 深 め る と と も に 、 県 が 実

施 す る カ ス タ マ ー ハ ラ ス メ ン ト の 防 止 に 関 す る 施 策 に 協 力 す る よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。

２　 事 業 者 は 、 カ ス タ マ ー ハ ラ ス メ ン ト に よ り 、 就 業 者 の 就 業 環 境 が 害 さ れ る こ と の な い よ う 、

基 本 理 念 に の っ と り 、 必 要 な 体 制 の 整 備 そ の 他 の 必 要 な 措 置 を 講 ず る よ う 努 め な け れ ば な ら な

い 。

３　 事 業 者 は 、 カ ス タ マ ー ハ ラ ス メ ン ト が 行 わ れ た と 認 め た と き は 、 基 本 理 念 に の っ と り 、 カ ス

タ マ ー ハ ラ ス メ ン ト を 行 っ た 顧 客 等 に 当 該 カ ス タ マ ー ハ ラ ス メ ン ト の 中 止 の 求 め そ の 他 の 必 要

か つ 適 切 な 措 置 を 講 ず る よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。
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４　 事 業 者 は 、 基 本 理 念 に の っ と り 、 自 ら の 行 う 事 業 に 係 る 就 業 者 が 業 務 に 従 事 す る 際 カ ス タ マ ー

ハ ラ ス メ ン ト を 行 う こ と の な い よ う 、 何 人 も カ ス タ マ ー ハ ラ ス メ ン ト を 行 っ て は な ら な い こ と

及 び カ ス タ マ ー ハ ラ ス メ ン ト に 起 因 す る 問 題 に 対 す る 関 心 と 理 解 を 深 め る た め に 必 要 な 措 置 を

講 ず る よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。

５　 カ ス タ マ ー ハ ラ ス メ ン ト の 防 止 に 関 し て 、 他 の 事 業 者 か ら 協 力 を 求 め ら れ た 事 業 者 は 、 基 本

理 念 に の っ と り 、 そ の 協 力 の た め に 必 要 な 措 置 を 講 ず る よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。

　 （ 就 業 者 の 責 務 ）

第 七 条　 就 業 者 は 、 基 本 理 念 に の っ と り 、 何 人 も カ ス タ マ ー ハ ラ ス メ ン ト を 行 っ て は な ら な い こ

と 及 び カ ス タ マ ー ハ ラ ス メ ン ト に 起 因 す る 問 題 に 対 す る 関 心 と 理 解 を 深 め 、 顧 客 等 に 適 切 な 対

応 を 行 う と と も に 、 事 業 者 が 実 施 す る カ ス タ マ ー ハ ラ ス メ ン ト の 防 止 に 関 す る 取 組 に 協 力 す る

よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。

２　 就 業 者 は 、 基 本 理 念 に の っ と り 、 業 務 に 従 事 す る に 当 た り 、 他 の 事 業 者 と 取 引 を 行 う 場 合 そ

の 他 の 自 ら が 他 の 事 業 者 の 顧 客 等 の 立 場 に な る 場 合 に は 、 自 ら の 言 動 に 必 要 な 注 意 を 払 う よ う

努 め な け れ ば な ら な い 。

　 （ 顧 客 等 の 責 務 ）

第 八 条　 顧 客 等 は 、 基 本 理 念 に の っ と り 、 何 人 も カ ス タ マ ー ハ ラ ス メ ン ト を 行 っ て は な ら な い こ

と 及 び カ ス タ マ ー ハ ラ ス メ ン ト に 起 因 す る 問 題 に 対 す る 関 心 と 理 解 を 深 め る よ う 努 め な け れ ば

な ら な い 。

２　 顧 客 等 は 、 基 本 理 念 に の っ と り 、 就 業 者 に 対 す る 言 動 に 必 要 な 注 意 を 払 う よ う 努 め な け れ ば

な ら な い 。

　 （ 指 針 の 策 定 等 ）

第 九 条　 知 事 は 、 社 会 全 体 で カ ス タ マ ー ハ ラ ス メ ン ト の 防 止 に 取 り 組 む た め に 必 要 な 事 項 に 関 す

る 指 針 を 定 め る も の と す る 。

２　 知 事 は 、 前 項 に 規 定 す る 指 針 を 定 め 、 又 は 変 更 し た と き は 、 遅 滞 な く 、 こ れ を 公 表 す る も の

と す る 。

　 （ 相 談 及 び 助 言 ）

第 十 条　 県 は 、 カ ス タ マ ー ハ ラ ス メ ン ト の 防 止 に 関 し 、 相 談 へ の 対 応 及 び 必 要 な 助 言 を 行 う も の

と す る 。

　 （ 情 報 の 収 集 及 び 提 供 ）

第 十 一 条　 県 は 、 事 業 者 に よ る カ ス タ マ ー ハ ラ ス メ ン ト の 防 止 に 関 す る 取 組 を 支 援 す る た め 、 必

要 な 情 報 の 収 集 及 び 提 供 を 行 う も の と す る 。

　 （ 広 報 及 び 啓 発 ）

第 十 二 条　 県 は 、 何 人 も カ ス タ マ ー ハ ラ ス メ ン ト を 行 っ て は な ら な い こ と 及 び カ ス タ マ ー ハ ラ ス

メ ン ト に 起 因 す る 問 題 に 対 す る 事 業 者 、 就 業 者 及 び 顧 客 等 の 関 心 と 理 解 を 深 め る と と も に 、 カ
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ス タ マ ー ハ ラ ス メ ン ト の 防 止 に 資 す る た め 、 広 報 及 び 啓 発 を 行 う も の と す る 。

　 （ 財 政 上 の 措 置 ）

第 十 三 条　 県 は 、 カ ス タ マ ー ハ ラ ス メ ン ト の 防 止 に 関 す る 施 策 を 推 進 す る た め 、 必 要 な 財 政 上 の

措 置 を 講 ず る よ う 努 め る も の と す る 。

　　　 附　 則

１　 こ の 条 例 は 、 令 和 七 年 十 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

２　 知 事 は 、 こ の 条 例 の 施 行 の 状 況 及 び カ ス タ マ ー ハ ラ ス メ ン ト の 防 止 に 関 す る 法 令 の 整 備 の 状

況 を 勘 案 し 、 こ の 条 例 の 規 定 に つ い て 検 討 を 加 え 、 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 そ の 結 果 に 基

づ い て 必 要 な 措 置 を 講 ず る も の と す る 。

　 愛 知 県 議 会 の 議 員 及 び 愛 知 県 知 事 の 選 挙 に お け る 自 動 車 の 使 用 等 の 公 営 に 関 す る 条 例 の 一 部 を

改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 令 和 七 年 七 月 十 一 日　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 条 例 第 三 十 五 号

愛 知 県 議 会 の 議 員 及 び 愛 知 県 知 事 の 選 挙 に お け る 自 動 車 の 使 用 等 の 公 営 に 関 す る 条 例 の 一

部 を 改 正 す る 条 例

　 愛 知 県 議 会 の 議 員 及 び 愛 知 県 知 事 の 選 挙 に お け る 自 動 車 の 使 用 等 の 公 営 に 関 す る 条 例 （ 平 成 五

年 愛 知 県 条 例 第 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 第 一 条 中 「 第 百 四 十 三 条 第 一 項 第 四 号 の 三 及 び 第 五 号 」 を 「 第 百 四 十 三 条 第 一 項 第 五 号 」 に 改

め 、 「 同 項 第 四 号 の 三 の ポ ス タ ー に あ っ て は 、 愛 知 県 知 事 の 選 挙 の 場 合 に 限 る 。 」 を 削 る 。

　 第 五 条 第 一 項 第 一 号 中 「 七 円 七 十 三 銭 」 を 「 八 円 三 十 八 銭 」 に 改 め 、 同 項 第 二 号 中 「 三 十 八 万

六 千 五 百 円 と 五 円 十 八 銭 」 を 「 四 十 一 万 九 千 円 と 五 円 六 十 二 銭 」 に 改 め る 。

　 第 六 条 第 一 号 中 「 五 百 四 十 一 円 三 十 一 銭 」 を 「 五 百 八 十 六 円 八 十 八 銭 」 に 改 め 、 同 条 第 二 号 中

「 二 十 八 円 三 十 五 銭 」 を 「 三 十 円 七 十 三 銭 」 に 、 「 五 十 八 万 六 千 九 百 五 円 」 を 「 六 十 万 九 千 六 百 九

十 円 」 に 改 め る 。

　　　 附　 則

１　 こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 一 条 の 改 正 規 定 は 、 令 和 八 年 一 月 一 日 か ら

施 行 す る 。

２　 改 正 後 の 愛 知 県 議 会 の 議 員 及 び 愛 知 県 知 事 の 選 挙 に お け る 自 動 車 の 使 用 等 の 公 営 に 関 す る 条

例 第 五 条 第 一 項 及 び 第 六 条 の 規 定 は 、 こ の 条 例 の 施 行 の 日 以 後 そ の 期 日 を 告 示 さ れ る 選 挙 に つ

い て 適 用 し 、 こ の 条 例 の 施 行 の 日 前 に そ の 期 日 を 告 示 さ れ た 選 挙 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に

よ る 。
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　 愛 知 県 県 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 令 和 七 年 七 月 十 一 日　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 条 例 第 三 十 六 号

　　　 愛 知 県 県 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

　 愛 知 県 県 税 条 例 （ 昭 和 二 十 五 年 愛 知 県 条 例 第 二 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 第 四 十 二 条 の 十 六 第 一 項 中 「 第 百 四 十 五 条 の 五 」 を 「 第 百 四 十 五 条 の 十 三 」 に 改 め る 。

　 第 六 十 条 の 四 第 三 項 中 「 日 本 国 の 自 衛 隊 と オ ー ス ト ラ リ ア 国 防 軍 と の 間 に お け る 相 互 の ア ク セ

ス 及 び 協 力 の 円 滑 化 に 関 す る 日 本 国 と オ ー ス ト ラ リ ア と の 間 の 協 定 」 を 「 円 滑 化 協 定 （ 法 第 百 四

十 四 条 の 三 第 五 項 に 規 定 す る 円 滑 化 協 定 を い う 。 ） 」 に 、 「 オ ー ス ト ラ リ ア 軍 隊 （ 同 協 定 第 一 条 ⒞ に

規 定 す る 訪 問 部 隊 と し て 日 本 国 内 に 所 在 す る オ ー ス ト ラ リ ア の 軍 隊 」 を 「 締 約 国 軍 隊 （ 同 項 に 規

定 す る 締 約 国 軍 隊 」 に 改 め る 。

　 第 六 十 条 の 六 の 二 中 「 オ ー ス ト ラ リ ア 軍 隊 」 を 「 締 約 国 軍 隊 」 に 改 め る 。

　 附 則 第 十 二 条 の 四 第 一 項 第 二 号 中 「 第 六 十 条 の 四 第 三 項 に 規 定 す る オ ー ス ト ラ リ ア 軍 隊 」 を 「 締

約 国 軍 隊 （ 法 附 則 第 十 二 条 の 二 の 七 第 一 項 第 二 号 に 規 定 す る 締 約 国 軍 隊 を い う 。 ） 」 に 改 め る 。

　 附 則 第 二 十 三 条 の 四 の 三 第 一 項 中 「 第 十 一 条 の 七 第 三 項 」 を 「 第 十 一 条 の 六 第 三 項 」 に 、 「 第 十

一 条 の 七 第 一 項 に 」 を 「 第 十 一 条 の 六 第 一 項 に 」 に 改 め 、 同 項 の 表 中 「 第 十 一 条 の 七 第 一 項 」 を

「 第 十 一 条 の 六 第 一 項 」 に 改 め 、 同 条 第 二 項 中 「 第 十 一 条 の 七 第 二 項 」 を 「 第 十 一 条 の 六 第 二 項 」

に 改 め 、 同 条 第 三 項 中 「 第 十 一 条 の 七 第 四 項 」 を 「 第 十 一 条 の 六 第 四 項 」 に 改 め 、 同 条 第 四 項 中

「 第 十 一 条 の 七 第 五 項 」 を 「 第 十 一 条 の 六 第 五 項 」 に 改 め る 。

　　　 附　 則

１　 こ の 条 例 は 、 地 方 税 法 及 び 地 方 税 法 等 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 （ 令 和 七

年 法 律 第 七 号 ） 附 則 第 一 条 第 四 号 に 掲 げ る 規 定 の 施 行 の 日 （ こ の 条 例 の 公 布 の 日 が 同 号 に 掲 げ

る 規 定 の 施 行 の 日 以 後 と な る 場 合 に は 、 公 布 の 日 ） か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 次 の 各 号 に 掲 げ る

規 定 は 、 当 該 各 号 に 定 め る 日 か ら 施 行 す る 。

　 一　 附 則 第 二 十 三 条 の 四 の 三 の 改 正 規 定　 令 和 八 年 一 月 一 日

　 二　 第 四 十 二 条 の 十 六 第 一 項 の 改 正 規 定　 令 和 八 年 四 月 一 日

２　 改 正 後 の 愛 知 県 県 税 条 例 （ 以 下 「 新 条 例 」 と い う 。 ） 第 六 十 条 の 四 第 三 項 及 び 第 六 十 条 の 六 の

二 の 規 定 は 、 こ の 条 例 の 施 行 の 日 （ 以 下 「 施 行 日 」 と い う 。 ） 以 後 の 軽 油 の 輸 入 及 び 軽 油 又 は 燃

料 炭 化 水 素 油 （ 愛 知 県 県 税 条 例 第 六 十 条 の 三 第 三 項 に 規 定 す る 燃 料 炭 化 水 素 油 を い う 。 以 下 こ

の 項 に お い て 同 じ 。 ） の 消 費 に 対 し て 課 す べ き 軽 油 引 取 税 に つ い て 適 用 し 、 施 行 日 前 の 軽 油 の 輸

入 及 び 軽 油 又 は 燃 料 炭 化 水 素 油 の 消 費 に 対 し て 課 す る 軽 油 引 取 税 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に

よ る 。

３　 新 条 例 附 則 第 十 二 条 の 四 第 一 項 （ 第 二 号 に 係 る 部 分 に 限 る 。 ） の 規 定 は 、 施 行 日 以 後 の 軽 油 の
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引 取 り に 対 し て 課 す べ き 軽 油 引 取 税 に つ い て 適 用 し 、 施 行 日 前 の 軽 油 の 引 取 り に 対 し て 課 す る

軽 油 引 取 税 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

　 職 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 令 和 七 年 七 月 十 一 日　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 条 例 第 三 十 七 号

　　　 職 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

　 職 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 四 年 愛 知 県 条 例 第 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 目 次 中 「 第 二 十 八 条 」 を 「 第 三 十 二 条 」 に 改 め る 。

　 第 一 条 中 「 第 十 九 条 第 三 項 」 を 「 第 十 九 条 第 六 項 」 に 、 「 及 び 第 二 項 」 を 「 か ら 第 三 項 ま で 及 び

第 五 項 」 に 改 め る 。

　 第 二 十 五 条 第 二 号 中 「 及 び 勤 務 日 ご と の 勤 務 時 間 」 を 削 り 、 「 除 く 」 の 下 に 「 。 次 条 第 二 項 及 び

第 三 項 に お い て 同 じ 」 を 加 え る 。

　 第 二 十 六 条 の 見 出 し を 「 （ 第 一 号 部 分 休 業 の 承 認 ） 」 に 改 め 、 同 条 第 一 項 を 次 の よ う に 改 め る 。

育 児 休 業 法 第 十 九 条 第 二 項 第 一 号 に 掲 げ る 範 囲 内 で 請 求 す る 同 条 第 一 項 に 規 定 す る 部 分 休 業

（ 以 下 「 第 一 号 部 分 休 業 」 と い う 。 ） の 承 認 は 、 三 十 分 を 単 位 と し て 行 う も の と す る 。

　 第 二 十 六 条 第 二 項 及 び 第 三 項 中 「 部 分 休 業 」 を 「 第 一 号 部 分 休 業 」 に 改 め る 。

　 第 二 十 八 条 を 削 る 。

　 第 二 十 七 条 中 「 職 員 が 」 の 下 に 「 育 児 休 業 法 第 十 九 条 第 一 項 に 規 定 す る 」 を 加 え 、 同 条 を 第 三

十 一 条 と し 、 第 二 十 六 条 の 次 に 次 の 四 条 を 加 え る 。

　 （ 第 二 号 部 分 休 業 の 承 認 ）

第 二 十 七 条　 育 児 休 業 法 第 十 九 条 第 二 項 第 二 号 に 掲 げ る 範 囲 内 で 請 求 す る 同 条 第 一 項 に 規 定 す る

部 分 休 業 （ 以 下 「 第 二 号 部 分 休 業 」 と い う 。 ） の 承 認 は 、 一 時 間 を 単 位 と し て 行 う も の と す る 。

た だ し 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 場 合 に あ っ て は 、 当 該 各 号 に 定 め る 時 間 数 の 第 二 号 部 分 休 業 を 承 認

す る こ と が で き る 。

　 一　 一 回 の 勤 務 に 係 る 日 ご と の 勤 務 時 間 に 分 を 単 位 と し た 時 間 が あ る 場 合 で あ っ て 、 当 該 勤 務

時 間 の 全 て に つ い て 承 認 の 請 求 が あ っ た と き　 当 該 勤 務 時 間 の 時 間 数

　 二　 第 二 号 部 分 休 業 の 残 時 間 数 に 一 時 間 未 満 の 端 数 が あ る 場 合 で あ っ て 、 当 該 残 時 間 数 の 全 て

に つ い て 承 認 の 請 求 が あ っ た と き　 当 該 残 時 間 数

　 （ 育 児 休 業 法 第 十 九 条 第 二 項 の 条 例 で 定 め る 一 年 の 期 間 ）

第 二 十 八 条　 育 児 休 業 法 第 十 九 条 第 二 項 の 条 例 で 定 め る 一 年 の 期 間 は 、 毎 年 四 月 一 日 か ら 翌 年 三

月 三 十 一 日 ま で と す る 。

　 （ 育 児 休 業 法 第 十 九 条 第 二 項 第 二 号 の 条 例 で 定 め る 時 間 ）
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第 二 十 九 条　 育 児 休 業 法 第 十 九 条 第 二 項 第 二 号 の 条 例 で 定 め る 時 間 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 職 員 の

区 分 に 応 じ 、 当 該 各 号 に 定 め る 時 間 と す る 。

　 一　 非 常 勤 職 員 以 外 の 職 員　 七 十 七 時 間 三 十 分

　 二　 非 常 勤 職 員　 当 該 非 常 勤 職 員 の 勤 務 日 一 日 当 た り の 勤 務 時 間 数 に 十 を 乗 じ て 得 た 時 間

　 （ 育 児 休 業 法 第 十 九 条 第 三 項 の 条 例 で 定 め る 特 別 の 事 情 ）

第 三 十 条　 育 児 休 業 法 第 十 九 条 第 三 項 の 条 例 で 定 め る 特 別 の 事 情 は 、 配 偶 者 が 負 傷 又 は 疾 病 に よ

り 入 院 し た こ と 、 配 偶 者 と 別 居 し た こ と そ の 他 の 同 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 申 出 を し た 時 に 予 測

す る こ と が で き な か っ た 事 実 が 生 じ た こ と に よ り 同 条 第 三 項 の 規 定 に よ る 変 更 （ 以 下 「 第 三 項

変 更 」 と い う 。 ） を し な け れ ば 同 項 の 職 員 の 小 学 校 就 学 の 始 期 に 達 す る ま で の 子 の 養 育 に 著 し い

支 障 が 生 じ る と 任 命 権 者 が 認 め る 事 情 と す る 。

　 本 則 に 次 の 一 条 を 加 え る 。

　 （ 部 分 休 業 の 承 認 の 取 消 事 由 ）

第 三 十 二 条　 育 児 休 業 法 第 十 九 条 第 六 項 に お い て 準 用 す る 育 児 休 業 法 第 五 条 第 二 項 の 条 例 で 定 め

る 事 由 は 、 職 員 が 第 三 項 変 更 を し た と き と す る 。

　　　 附　 則

１　 こ の 条 例 は 、 令 和 七 年 十 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

２　 地 方 公 務 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 法 律 （ 平 成 三 年 法 律 第 百 十 号 ） 第 十 九 条 第 一 項 の 規 定 に よ

り 、 同 条 第 二 項 第 二 号 に 掲 げ る 範 囲 内 に お い て 、 こ の 条 例 の 施 行 の 日 か ら 令 和 八 年 三 月 三 十 一

日 ま で の 間 に お け る 同 条 第 一 項 に 規 定 す る 部 分 休 業 の 承 認 の 請 求 を す る 場 合 に お け る 改 正 後 の

職 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 条 例 第 二 十 九 条 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 同 条 第 一 号 中 「 七 十 七 時

間 三 十 分 」 と あ る の は 「 三 十 八 時 間 四 十 五 分 」 と 、 同 条 第 二 号 中 「 十 」 と あ る の は 「 五 」 と す

　 る 。

　 愛 知 県 国 際 展 示 場 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 令 和 七 年 七 月 十 一 日　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 条 例 第 三 十 八 号

　　　 愛 知 県 国 際 展 示 場 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

　 愛 知 県 国 際 展 示 場 条 例 （ 平 成 二 十 八 年 愛 知 県 条 例 第 五 十 八 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 別 表 駐 車 場 ・ 屋 外 展 示 等 用 地 使 用 料 の 項 中 「 三 〇 〇 」 を 「 四 〇 〇 」 に 改 め 、 同 表 備 考 第 三 号 イ

中 「 千 六 百 円 」 を 「 千 八 百 円 」 に 改 め る 。

　　　 附　 則

１　 こ の 条 例 は 、 令 和 七 年 八 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

２　 こ の 条 例 の 施 行 の 日 前 に 自 動 車 ご と に 駐 車 場 ・ 屋 外 展 示 等 用 地 の 利 用 の 許 可 を 受 け た 者 が 同
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日 以 後 に 駐 車 場 ・ 屋 外 展 示 等 用 地 か ら 自 動 車 を 出 場 さ せ る 場 合 に お け る 当 該 利 用 に 係 る 駐 車

場 ・ 屋 外 展 示 等 用 地 使 用 料 の 額 に つ い て は 、 改 正 後 の 愛 知 県 国 際 展 示 場 条 例 別 表 の 規 定 に か か

わ ら ず 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

　 愛 知 県 立 学 校 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

　　 令 和 七 年 七 月 十 一 日　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 愛 知 県 知 事　 大　 村　 秀　 章　　

愛 知 県 条 例 第 三 十 九 号

　　　 愛 知 県 立 学 校 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

　 愛 知 県 立 学 校 条 例 （ 昭 和 三 十 九 年 愛 知 県 条 例 第 二 十 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 附 則 を 附 則 第 一 項 と し 、 附 則 に 次 の 二 項 を 加 え る 。

２　 令 和 七 年 度 の 授 業 料 （ 通 信 制 の 課 程 に 係 る 授 業 料 を 除 く 。 ） に 係 る 第 六 条 第 六 項 第 二 号 の 規 定

　 の 適 用 に つ い て は 、 別 表 第 四 第 一 期 （ 四 月 か ら 六 月 ま で ） の 項 中 「 八 月 二 十 日 」 と あ る の は 、

　 「 十 月 二 十 日 」 と す る 。

３　 知 事 は 、 令 和 七 年 度 に 法 第 四 条 の 規 定 に よ る 認 定 の 申 請 又 は 法 第 十 七 条 の 規 定 に よ る 届 出 を

し た 者 （ 法 第 三 条 第 二 項 第 一 号 に 該 当 す る 者 を 除 く 。 ） で あ つ て 、 同 年 度 に お い て 法 第 三 条 第 一

項 に 規 定 す る 就 学 支 援 金 が 支 給 さ れ な い 期 間 が あ る も の に 対 し て は 、 別 に 定 め る と こ ろ に よ り 、

当 該 者 が 納 付 す べ き 当 該 期 間 （ 同 条 第 二 項 第 二 号 に 該 当 す る こ と に よ り 同 条 第 一 項 に 規 定 す る

就 学 支 援 金 が 支 給 さ れ な い 期 間 を 除 く 。 ） に 係 る 授 業 料 （ 通 信 制 の 課 程 に 係 る 授 業 料 に 限 る 。 ）

及 び 受 講 料 に つ い て 、 そ の 全 部 又 は 一 部 を 免 除 す る こ と が で き る 。

　　　 附　 則

　 こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。
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